
私たちは、このような作業道をつくります。 

みなさまが 

イメージする林道と違い、 

①伐採幅をできる限り抑える。 

②車両が通行しやすいよう 

  路盤を現地採取した岩砕で 

   仕上げる。 

③路盤を岩砕で仕上げた後、 

  伐出事業で行う運材工程に 

  て路盤を強固に締め固める。 

④強固な路盤を形成することで 

  雨水の浸透を防ぎ崩壊を抑 

   制する。 

【オリジナル工法の実績】 
平成２２年から始めた作業道は延べ３０，０００ｍ（平成２８年１月現在）約３０ｋｍを超え、その間台風１２号が

襲来しましたが崩壊した作業道はなく、また現在は２回目・３回目と同じ作業道を利用しながら繰り返し搬出を

おこなっています。※自ら作業道に赴き軽トラックで搬出されている方もございます。 

※基本的な設計です。 

私たちがつくる作業道は「軽トラックが通れる」が、コンセプトです。 

従って将来、自ら作業道に入り軽トラックの側で木を伐り、軽トラックの 

荷台に積んで、近くの販売先に木を売ることも可能です。また丈夫な作業道は山林経営にとって、皆伐など更新時に利用する

事で事業を低コスト化、相続時自ら確認に赴けることで安心、いつでも木を出せることで山林の価値は上昇など、非常に重要で

あると捉え、弊社ではマニュアルを作成し崩れにくい作業道を造っています。※詳しくはトップページ「搬出間伐マニュアル」を参照 

【所有者Ａさまから頂いたご意見】 
和歌山の山は、冬場霜崩れに見舞われ作業道においても同じで、法面は少しずつ削られていくが、作業道自体は崩れ

ていないので安心できる。いままでは歩いて行くのが大変で自分の山の状態をなかなか見る機会がなかったが、いまは

車に乗り自分で見に行くことも出来る。 

作業道の視察等についても受け入れています。詳しくは事務所まで。 


